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新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。皆様方には、旧年中は当協会の事業運
営に格別のご支援、ご協力を賜り ､ 厚く御礼申し上げます。
　昨年の我が国の経済情勢は、東日本大震災の復旧・復興の影響もあって、年前
半にあっては、厳しい中にあっても緩やかな景気の持ち直しがみられましたが、
夏以降は、世界経済の減速、円高の進行、デフレの顕在化等により景気の回復は
遠のく状態が続きました。
　このような中で、プレカット加工業の業況をみますと、昨年の住宅着工戸数の
動向は、一昨年に比べて増加傾向で推移しましたが、特に秋以降は消費税値上げ
に対する駆け込み需要の影響等により、地域的な差異はあるものの、総じてプレ
カット工場の稼働率は例年になく高水準で推移し繁忙に転じた一年でありまし
た。
　一方、国産材資源が充実しつつある中で、森林・林業再生プランが制定されて３年が経過し、この間、
木材の利用促進を図るための各般の施策が実施されてきました。木造建築関係においては、大型木造建
築物の普及に結びつく公共建築物での木材利用の促進が法制化されました。また、長期優良住宅の普及
促進とともに、それを一層深化させ、地域で木材生産から住宅生産まで関係者が連携を図る地域型住宅
ブランド化事業がスタートしました。さらに、省エネ基準の大幅な改訂と低炭素住宅の認定がスタートし、
昨年７月には「再生可能エネルギー特措法」が施行され、太陽光発電や未利用の間伐材等を使用したバ
イオマス発電による電力の買い取りが制度化され、国産材の利用促進とともに省エネ時代の実現に向け
た取り組みが本格的に始まっています。今後、これらの実効性を確保するため、我が国の景気回復に明
るい期待感を持ちつつ、木材供給サイド、住宅産業等の木材利用サイドそれぞれの主体的な取り組みに
より、住宅着工数の回復、しいてはプレカット加工業の持続的な業況改善が図られていくことを強く念
願するものであります。
　当協会は、昭和６０年の創立以来、品質の確かなプレカット部材の生産、供給を目的として会員工場
のプレカット加工技術の向上を図るため活動を行ってきました。本年は、会員に対する技術支援として、
プレカットＣＡＤ技術者の認定を行うことにしており、そのための研修を初めて開催します。これらを
通して、ＣＡＤオペレーターの技術的インセンティブを高め、プレカット工場が工務店、設計事務所等
との連携のもとに安全・安心な住環境の創造で顧客満足の得られるような木造住宅の提供にお手伝いで
きることを期待しています。
　本年が住宅産業・木材産業にとって飛躍の年になりますよう、そして皆様方にとってすばらしい一年
となりますように祈念申し上げますとともに、皆様方のご支援、ご協力をお願い申し上げまして、新年
のご挨拶といたします。

平成 25 年 1 月発行

 一般社団法人
全国木造住宅機械プレカット協会
会　長　　櫻　井　秀　弥
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第４７回全国木材産業振興大会開催される

　第４７回全国木材産業振興大会は、平成２４年１０月１７日に宮崎市で「新たな木材利用への挑戦で、
木材産業の創造的再興〜くらし、街づくりに森林の恵みを活かそう〜」をメーンテーマにして開催され
ました。
　大会の第一部では、まず、横田欽一郎宮崎県木連会長の歓迎の挨拶、大会会長である吉条良明全木連
会長の挨拶があり、農林水産大臣（代理）、国土交通大臣（代理）、宮崎県知事、宮崎市長から祝辞があ
りました。
　引き続き、「東日本大震災復興に不可欠な木材・木質資材の需給安定と地域材を活かした支援対策の充
実に取り組もう」等の６項目の大会宣言が満場一致で決議されました。
　また、第二部においては、退任団体長、木材産業功労者、協同組合事業功労者の表彰が行われ、受賞
者に対し長年に亘る功績が賞賛されました。
　なお、全国木材産業振興大会関連行事として、「国産材時代を切り拓く「九州の林業・木材産業」」と
題するパネルデスカッション（コーディネーター：東京大学名誉教授　有馬孝禮氏）が開催され、全国
のスギ人工林資源の急速な充実に対応するため、出口対策（木材の生産、流通・加工、販売）の取り組
みの重要性について活発な議論が行われました。

違法伐採対策国際セミナーが横浜で開催

　平成２４年１１月１１日に横浜市のパシフィコ横浜で、全木連主催による「違法伐採対策合法証明木
材等に関する国際セミナー２０１２」が開催されました。
　これは、林野庁ガイドラインに基づき、我が国の業界団体が取り組んでいる業界団体の認定を受けた
事業者の証明の連鎖で、需要者に木材の合法性を証明する仕組みは、国際的に「Ｇｏｈｏ−ｗｏｏｄ」
の取り組みとして知られていますが、今回は、この取り組みをＩＴＴＯ等の海外の関係者にＰＲし、今
後の展望について議論するため、ＩＴＴＯ理事会に合わせて開催されました
　第１部は、「違法伐採問題に対応した合法性証明のための日本の取組」として、林業経済研究所荒谷理
事長が座長となり、まず、林野庁、全木連から基調報告がありました。それを受けて、道木連、日合連、
輸入協会から合法木材供給に関する活動についての報告がされ、また、家具メーカー等の需要者側から
は合法木材の取り組みに対する期待が報告されました。
　第２部においては、欧州、米国、東南アジア、中国の関係者から各国の取り組みについての紹介とと
もに、我が国の取り組みについて評価や期待が報告されました。
　最近、欧米においては、違法伐採対策問題に関する法律が施行されており、トレサビリティー確保に
ついて努力義務が求められるようになっていますが、我が国のように、生産者から消費者への連鎖が繋
がるような取り組みが行われている国はなく、今後、それぞれの関係国での取り組みの成果をもとに、
実情に応じた違法伐採対策が行われることが期待されています。

プレカットＣＡＤ技術者研修受講者募集始まる
—プレカットＣＡＤ技術者２級対応—

 期日及び場所 大　阪：２月２５日（月）〜２６日（火）
  東　京：３月４日（月）〜５日（火）
  名古屋：３月７日（木）〜８日（金））

詳細は、「プレカットＣＡＤ技術者研修のご案内」をご覧下さい。
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協会会員工場基礎調査結果について（第３回）
ー　年間総生産量・ＡＱ製品生産量調べ　ー

◇簡単なコメント
１　会員 43 工場を対象とした調査によると、平成 23 年の年間平均生産量は、43,260 坪で、１棟当た

り 40 坪換算すると 1,080 棟に相当する。前年の平均生産量は、37,060 坪だったので、大幅な増加と
いえる。一方、年間平均生産量を階層別にみると、10,000 坪〜 50,000 坪の各階層では、ほぼ横ばい
であるが、10,000 坪未満の階層では 30% 増加、また、50,000 坪以上の階層では 17% 減少している。
これは、生産量が 9,000 坪台と 50,000 〜 60,000 坪台の工場が増加したことが原因とみられ、生産構
造の変化により、工場の階層間の移動があったものと推測される。

２　総生産量に占める AQ 製品の生産比率は 9.7% で前年に比べて 1.2 ポイント上昇した。これは、Ａ
Ｑ製品の生産量は、近年、低下傾向で推移している中で、中堅規模の工場において、ＡＱ製品が比
較的活発に生産されたものとみられ、最近の長期優良住宅に代表される品質の高い住宅の生産動向
が反映しているものとみられる。

調査対象年月：平成２３年１２月
調査対象工場数：４３工場

総生産量
（単位：100坪）

AQ製品生産量
（単位：100坪）

（平均）

（平均）

AQ製品生産比率

10,000坪未満
10,000坪以上

20,000坪未満

20,000坪以上

30,000坪未満

30,000坪以上

50,000坪未満
50,000坪以上 合　　計
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プレカット業況調査（平成24年11月期）

一般社団法人全国木造住宅機械プレカット協会調べ（回答率：51％）

＊ DI ＝（1）の％ー（3）の％、＋の数値が大きいほど好況、ーの数値が大きいほど不況。
＊前回調査：平成 24 年 8 月

◇簡単なコメント
　１１月の各地のプレカット工場の受注額、収益のＤＩは、前回調査に引き続いてプラスで推移し
ているが、加工単価は横ばい若しくは下落傾向である。前回調査までは容易だった資材入手は、一
転して困難な状況が表れはじめている。また、３ヶ月後の収益については、冬の不需要期に当たる
ため、マイナスとする見方が支配的である。

1.　受注額のＤＩは＋３２で前回調査時（平成２４年８月期）とほぼ同様の傾向。また、３ヵ月後
の予測は一転して−２５と、冬場に当たるので受注量の減少は不可避と思われる。

2.　３ヵ月前と比較した製品加工単価のＤＩは０であるが、平均総加工単価は６，１８０円で
１００円低下した。また、３ヶ月後の製品加工単価の予測のＤＩは−７になり、加工単価の上
昇は見込めない厳しさがある。

3.　資材の入手状況のＤＩは−３５と前回調査時に比べて困難化している。また、３ヶ月後におい
ても−４２と予測されており、さらに厳しくなるものとみられる。

4.　 ３ヶ月前と比べた収益のＤＩは＋１１と前回調査時に比べて若干低下したものの、３ヶ月後の
予測は−４２と大きく低下している。３ヵ月後の受注額、加工単価、資材の入手は、ともにマ
イナスに転じるため、収益の悪化は避けられそうもない。

設　　　　　問 回答率（％）
DI 前回

DI（1）（2）（3）
 1-1　今月の受注額は 3ヶ月前と比べて如何ですか。
（1）好転（5％以上の伸び）（2）変わらず（±5％未満）（3）悪化（5％以上の減） 43 46 11 ＋32 + 36

 1-2　3ヶ月後の受注額をどう予測しますか。
（1）好転（5％以上の伸び）（2）変わらず（±5％未満）（3）悪化（5％以上の減） 18 39 43 ー 25 +  6

 2 -1　貴社の坪あたり平均総加工単価はいくらですか。 答：6,180 円（対前回調査ー100 円）
 3 -1　今月の製品加工単価は 3ヶ月前と比べて如何ですか。
（1）好転（5％以上の伸び）（2）変わらず（±5％未満）（3）悪化（5％以上の減） 7 86 7 　0 +  3

 3 -2　3ヶ月後の製品加工単価をどう予測しますか。
（1）好転（5％以上の伸び）（2）変わらず（±5％未満）（3）悪化（5％以上の減） 7 79 14 ー 　7 –  6

 4 -1　今月の資材（製品）入手状況は如何ですか。
（1）容易（2）変わらず（3）困難  4 57  39 ー 35 + 27

 4 -2　3ヶ月後の資材（製品）入手状況をどう予測しますか。
（1）容易（2）変わらず（3）困難  4 50 46 ー 42 +  9

 5 -1　今月の収益は 3ヶ月前と比べて如何ですか。
（1）良い（5％以上の伸び）（2）変わらず（±5％未満）（3）悪い（5％以上の減） 32 47  21 ＋11 + 18

 5 -2　3ヶ月後の収益をどう予測しますか。
（1）好転（5％以上の伸び）（2）変わらず（±5％未満）（3）悪化（5％以上の減） 11 36 53 ー 42 –  9




